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●新刊紹介　●市史資料室たより

新
　
刊
　
紹
　
介

報
告
書
『
横
浜
の
文
化
人
と
戦
後
復
興
』

横
浜
市
史
資
料
室
で
は
、
展
示
会
「
戦
後
横
浜

の
復
興
を
支
え
た
文
化
人
た
ち
―
牧
野
勲
を
め
ぐ

る
人
々
―
」
（
会
期
：
平
成
二
二
年
一一
月
二
九
日
〜

平
成
二
三
年
一
月
三
〇
日
）
、
及
び
展
示
記
念
講
演

会
「
牧
野
勲
と
戦
後
横
浜
の
文
化
人
た
ち
―
牧
野

薊
が
語
る
父　

勲
」
の
記
録
を
、
報
告
書
と
し
て

刊
行
い
た
し
ま
し
た
。
報
告
書
で
は
、
昭
和
の
横
浜

の
文
化
人
・
文
化
行
事
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
を
行
っ

て
い
ま
す
。

Ⅰ
「
写
真
で
見
る
横
浜
の
文
化
行
事
」
で
は
、

展
示
会
で
紹
介
し
ま
し
た
写
真
を
中
心
に
、
日
本

愛
妻
会
・
横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
な
ど
六
つ
の
文
化
団
体

に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
、
活
動
内
容
、
メ
ン
バ
ー
を

ま
と
め
て
い
ま
す
。
写
真
か
ら
は
活
動
の
様
子
、
参

加
者
の
顔
ぶ
れ
が
伺
え
る
ほ
か
、
集
っ
た
人
々
の
表

情
か
ら
和
や
か
な
行
事
の
雰
囲
気
を
感
じ
取
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
横
浜
の
文
化

団
体
・
文
化
行
事
の
中
心
と
な
っ
た
牧
野
勲
に
つ
い

て
、
そ
の
略
歴
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
牧
野
が
経

営
し
た
喫
茶
店
、
ホ
ー
ス
ネ
ッ
ク
で
撮
影
し
た
写
真

か
ら
は
、
当
時
の
横
浜
の
文
化
人
た
ち
の
交
友
関

係
を
知
る
こ
と
も
で
き
、
興
味
深
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

Ⅱ
「
資
料
で
見
る
横
浜
の
文
化
行
事
」
で
は
、

Ⅰ
で
紹
介
し
た
各
団
体
・
文
化
行
事
に
関
す
る
資

料
を
、
活
字
化
し
掲
載
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
ホ
ー

ス
ネ
ッ
ク
開
店
案
内
状
・
挨
拶
状
か
ら
は
、
経
営

者
で
あ
っ
た
牧
野
勲
の
人
柄
が
に
じ
み
出
た
文
章
に

接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ⅲ
「
牧
野
勲
と
北
林
透
馬
」
で
は
、
展
示
記
念

講
演
会
の
内
容
を
収
録
し
て
い
ま
す
。
牧
野
勲
の

ご
長
女
で
あ
る
薊
氏
に
、
当
時
の
横
浜
の
文
化
人

の
活
動
に
つ
い
て
、
思
い
出
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
牧
野
勲
が
ど
の
よ
う
な
思
い
を
持
っ
て
横
浜
の

文
化
活
動
に
尽
く
し
た
の
か
を
知
り
、
ま
た
そ
の

活
動
を
支
え
た
多
く
の
文
化
人
た
ち
に
ま
つ
わ
る

話
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
で
、
私
た
ち
は
改
め
て
そ

の
価
値
や
意
義
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
こ
こ
に
は
、
北
林
透
馬
に
関
す
る
丸
岡
澄
夫
氏

の
論
文
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
北
林
の
作
品
や
エ
ピ

ソ
ー
ド
か
ら
生
涯
を
概
観
し
、文
化
活
動
を
中
心
に
、

北
林
の
生
き
た
戦
前
か
ら
戦
後
の
時
代
を
感
じ
る

こ
と
も
で
き
、
興
味
深
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ⅳ
「
横
浜
の
文
化
人
た
ち
」
は
、
牧
野
・
北
林

ほ
か
周
辺
の
文
化
人
自
身
に
よ
る
、
文
化
行
事
の

記
録
集
で
す
。
当
事
者
で
あ
る
彼
ら
の
記
録
か
ら

具
体
的
に
行
事
開
催
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
と
と
も
に
、
当
時
の
横
浜
の
様
子
、
ま
た
彼
ら
の

人
柄
や
人
間
関
係
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
、
貴
重

な
資
料
で
す
。

最
後
の
「
資
料
目
録
等
」
に
は
、
市
史
資
料

室
で
所
蔵
す
る
「
牧
野
勲
関
係
資
料
」
の
細
目

録
、
及
び
関
連
資
料
の
目
録
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
関
連
年
表
」・「
主
な
登
場
人
物
」
で
は
、
報
告

書
に
掲
載
さ
れ
た
文
化
行
事
・
文
化
人
に
関
す
る

項
目
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
報
告
書
の
内
容
を
よ

り
深
く
理
解
す
る
た
め
、
そ
の
一
助
と
し
て
ど
う
ぞ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

報
告
書
『
横
浜
の
文
化
人
と
戦
後
復
興
』
は
、

市
史
資
料
室
閲
覧
室
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、

販
売
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
横
浜
の
文
化
史
を
振

り
返
り
、
知
る
た
め
の
参
考
図
書
と
し
て
、
ま
た
、

調
査
・
研
究
の
手
が
か
り
に
も
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。�

（
木
許　

文
子
）

◆資料提供のお願い◆  昔の横浜を記録した写真やパンフレット、ポスターなどございましたらぜひご連絡ください。次世代の市民に引継ぎます。
リサイクル適性の表示：紙へリサイクル可　 　  

《市史資料室たより》
　横浜市史資料室では、この夏写真パネル展
「占領軍のいた街―戦後横浜の出発」を開催し、
あわせて公開講座「横浜から昭和を探る－新し
い昭和史像を求めて」、展示解説と講演「占領の
中の横浜・神奈川」を開催いたしました。
　写真パネル展「占領軍のいた街―戦後横浜の
出発」には、横浜市内をはじめ、県内・県外からも
多くの方々にお越しいただきました。アンケート
からは、「終戦直後と復興の様子を視覚的に理解
できた」、「見慣れた街の意外な姿に驚きを覚え
ました」など、貴重なご感想をいただきました。
　公開講座「横浜から昭和を探る－新しい昭和
史像を求めて」では、報告で具体的に市史資料
室の所蔵資料紹介を行い、資料を活用した横浜
の昭和史研究について、新たな視点や可能性を
提言することができました。パネルディスカッショ
ンでは、横浜の昭和史研究を振り返るとともに、
これからの展望について実りある討議を展開す
ることができました。これを契機として、横浜の
昭和史研究に市史資料室をご利用いただければ
と思います。
　展示解説と講演「占領の中の横浜・神奈川」で
は、会場が満員になるほど多くの方々にお越し
いただきました。横浜の戦後、及び占領期を経
験した方、中には、ご自身が米軍に勤務された方
のご来場もあり、戦後の復興に至る過程や当時

の生活を振り返り、懐かしむ良い機会にもなった
のではないでしょうか。アンケートからは、「占領
下横浜の新たな一面を知ることができた」、「占
領軍が横浜の文化に与えたメリット・デメリットを
知った」などのご感想をいただきました。
　横浜市史資料室ではこれからも、お越しいた
だいた皆さまからのご感想・ご意見を参考にして
新たな企画を随時実施し、皆さまに親しんでい
ただけるような展示や講演を目指します。今後
の企画・展示にもぜひご期待ください。
　また、今回の写真パネル展、公開講座、展示解
説と講演にお越しいただいた皆さま、アンケート
にご協力いただいた皆さまに、心より感謝申し上
げます。ありがとうございました。
【市史資料室展示コーナーのご案内】
　「山下公園の誕生」開催中。写真パネルで山下
公園の歴史をご紹介します。どうぞご覧ください。

【横浜市史資料室目録コーナー設置】
　閲覧室に「横浜市史資料室目録コーナー」棚
を設置しました。過去に行った展示会の資料や
発行刊行物も取り揃えています。どうぞご利用く
ださい。

◇ 休 室 日 の ご 案 内 ◇
12月25日（火）、12月29日（土）〜
1月10日（木）、1月15日（火）、
2月12日（火）、3月18日（月）

【寄贈資料】
1平野　法久様 さよなら横浜市電・トロリー

バス廃止記念乗車券　12
枚、マッチラベル集　1冊

2秋山　佳史様 カセットテープ「談話記録」　216
本、ビデオテープ「秋山佳史先生の
『シーサイドを歩く』」等　8本

3森　　利子様 港まつり等の写真、「国債貯金払出請求
並国債購入申込書」、軍票等　88点

4髙波　正治様 産業廃棄物処理業許可書、
合資会社港栄館定款、公衆
浴場営業許可書等　507点

5伊山　俊一様 西谷関係写真　29点
6山田　秀邦様 森林開墾申請書、地図誤謬訂

正願、土地台帳等　1,294点
7浅野　　隆様『《横浜・あのころ》飛鳥

田横浜市長』　1部

〈写真パネル展「占領軍のいた街―戦後横浜の出発」〉
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